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 県庁舎再整備の推進 
 

１ 事 業 費   ２，３３８，０００（前年度 ２，７５２，０００） 
      （債務負担行為 平成 31～34 年度 51,267,000 千円） 

            【財源内訳】     【主な使途】 
           国庫      24,000  工事請負費 1,838,821(庁舎建設費等) 

                 県債   1,589,800  委託料     380,900(設計費等) 
                諸収入          5   

一般財源  724,195 
 

２ 背景・事業目的 
現庁舎は竣工から５３年が経過し、老朽化、狭隘化に加え、大規模地

震発生時に災害対策の中枢拠点として十分に機能できる耐震性が満たさ
れていないため、再整備が必要となっている。このため、有識者会議や
県議会での議論、パブリックコメント等を踏まえ、平成２９年度に基本
設計を策定し、平成３０年度には実施設計を進めた。平成３１年度は、
建物本体の建設工事に着手する。 

 
３ 事 業 概 要 
（１） 行政棟・議会棟の建設 （1,524,000 千円） 

＜建設工事費＞ 524 億円 
行政棟(445 億円) ： 鉄骨造、免震構造(一部耐震) 21 階建 高さ 106m 延床 68,303 ㎡ 
議会棟( 79 億円) ： 鉄骨造、耐震構造        6 階建 高さ  32m 延床 13,937 ㎡ 

 
＜事業スケジュール＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

（２） 建設予定地に係る既設構造物(アスファルト舗装等)の撤去工事 
                                           （314,821 千円） 

 
（３）建設工事監理、道路・公園・外構に係る設計等 （499,179 千円） 

 
 

 
（款）２総務費（項）１総務管理費（目）(8)庁舎管理費 

（明細書事業名）○県庁舎管理費 

県庁舎再整備事業費・県庁舎修繕等工事費 
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開

庁

【コンセプト】 県政の拠点  

「清流の国ぎふ」の象徴 
 

【基 本 方 針】・安全で安心な県民の暮らしを守る県庁舎 

・県民が集い親しまれ、地域の魅力を発信する県庁舎 

・環境やライフサイクルコストに配慮した県庁舎 


